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土木交通部都市計画課

滋賀県都市公園条例の一部改正について
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「地域の自宇件及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律」

（平成23年法律第105号）の施行により、「都市公園法」（昭和31年法律第79号）が－部改正され、

これまで国が政令等で一律に定めていた都市公園に関する基準について、地方公共団体が条例で定め

ることとなったため条例の一部を改正します。（施行予定曰:公布曰）

２．条例の改正内容つい
、~…~’’---ﾐｰﾏｰ!－ ，〃～～､－－デー調Ｌ刊』.､～ムレ少,６．－

１１MB市公園の設置基準（都市公園法第３条第１項）．

（１）県民１人当たりの都市公園敷地面積の榎準（都市公園法施行令第１条の２）

0,2以上

県の考え方

県民１人当たりの都市公園敷地面積の現状値は8.3,2(H22年度末)で現行基準に達していないため、

10,2以上を標準値とします。市街地の区域内では主に市町が主体的かつ計画的に住区基幹公園等を整

備するため､市街地(市街化区域）の住民１人当たりの都市公園敷地面積の標準は条例で定めません。

緑の政策大綱(Ｈ６建設省決定)で､長期目標として住民１人当たりの都市公園敷地面積を20,2

と設定し、現行基準はその途中段階の目標値としての値。昭和３１年都市公園法制定時の標準

値は6,2であったのが､平成２年に全国１人当たりの都市公園敷地面菰が6,2を超えたため、

平成５年の都市公園法施行令の一部改正に伴い標準値を10,2に引き上げた。

※１

都市計画法第59条第１項に都市計画事薬は市町村が施行するとされ、第２項で都道府県は市

町村が施行することが困難又は不適当な場合その他特別な事憤がある場合において事業を施

行するとされている。

※２

－６７－

区分

標準値（住民１人当たりの都市公園敷地面積）

現行基準 滋賀県の基準(案） 現状値（H22年度末）

国 県

県民１人当たり※１ 10,2以上 現行基準とおり 9.2 8.3

市街地（市街化区域）

の住民一人当たり※２ 5,2以上 規定しない 6.9 5.3



（２）地方公共団体が設置する都市公園の配極及び規模の基準（都市公園法施行令第２条）

総合公固

県の考え方

主に市町が主体的かつ計画的に股極する住区基幹公園については‘県で設置する掲合に備え、現行

基準とおりで条例に定めます。その他の種別の公園についても、「公園の目的に応じて敷地面積を定

める」とする現行基準とおりで条例に定めます。
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糎類 種別 配置 現行基準 滋賀県の基準(案）

住区基幹

公園

街区公園

近隣公園

地区公園

街区内に居住する者が容易に利用

することができるように配腫

近隣に居住する者が容易に利用す

ることができるように配腫

徒歩圏域内に居住する者が容易に

利用することができるように配魁

0.25hａ

２hａ－

４ｈａ

現行基準とおり

現行基準とおり

現行基準とおり

都市基幹

公園

大規模

公園

総合公園

邇勤公園

広域公園

容易に利用することができるよう

に配遜

利用目的に応じ

て機能を十分発

揮することがで

きる面穂

現行基準とおり

綴衝

緑地等

都市

緑地等

設置目的に応じて都市公園としての機能を十分発揮す

ることができるように配麗し、及びその敷地面積を定

める

現行基準とおり



２公園施霊の設極基準（都市公園法第４条第１項、都市公園法施行令第６条）

１の都市公園に設ける公園施設の建築面積の基準及び特例が題められる公園施設の建築面積の基準

県の考え方

現行基準とおりで条例に定めます。全ての県営都市公園で、２％の現行基準を下回っているため、￥

特例は、運用していませんが、現行基準とおりで条例に定めます。
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建築物
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高い開放性を有する建築物
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●

滋賀県都市公園条例の一部を改正する条例案要綱

１改正の理由

地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法

律（平成23年法律第105号）（第２次一括法）による都市公園法（昭和３１年法律第79号）の

一部改正に伴い､従前､政令で定められていた都市公園の配置および規模に関する技術的基準な

らびに都市公園に公園施股として設けられる建築物の建築面積の基準について､政令で定める基

準を参酌して条例で定めることとされたため、所要の改正を行おうとするものです。

２改正の概要

(1)この条例の趣旨について、都市公園の配極および規模の基準等を定めることを追加する
●

こととします。（第１条関係）

(2)この条例における主な用語の意義を定めるこどとします。（第１条の２関係）

(3)都市公園の配極および規模に関する技術的基遜を定める条項の範囲を定めることとしま

す。（第１条の３関係）

④都市公園の県民一人当たりの敷地面積の標翠を定めることとします６（第１条の４関係）

(5)都市公園の配極および規模の基率を定めることとします。（第１条の５関係）

(6)都市公園に公園施股として設けられる建築物の敷地面積の割合を定めることとします

（第１条の６，第１条の７関係）

(7)その他

アこの条例は、公布の日から施行することとします。

イその他必要な規定の整理を行うこととします。

－７０－



滋賀県都市公園条例新旧対照表

匹
廸
聖
鵠
生
鶴
空
必
匪
坤
匪
鮎
扉

典
型
型
型
陛
垈
迦
卸
鯛
舵
蝋
蝋
》
遡
辿
幽
遡
幽
鼬
雌
辿
誠
一
幽
麺

の乙

璽』ｉｉ

朱＿

園
一
管

遼
鑑
雛

印
Ｌ
『
⑪

園
一
性
」
瞠
塞
準
孟
印

田
巴
◎
二
Ｍ
国
正
割
一
主
早
ケ

Ｍ
｜

□
田

府
Ｌ
・
征岬
一
ｍ
’
｜
■

｡'

Ｌ」豚

野
オ
ヒ
Ｐ

同
甲

条
基
園

》
興
制
．
ワ

哉
価
上

淵
腿
解

謂
竺
睡
醒

ｊ
…

引
何

》
口
西
引
一
△
Ｔ
〃

宋
橘
ｚ
｝
』
酊
恥

へ、
￣

両
凪
仮

霞
空
睦
塵
、

二
圧
一

４
』
み
ば
二
印
固園
陶

盟
鰯

膣
’
甦
璽
》
壁

幽
一
．
ｑ
雁

起
亜
」
塾
幽
肺

ｊ
錘
勘園一
る
一

馳
粍
一
条
－
よ
―
の
一
画

Ⅱ
菫
Ｉ

園
の
一
『
園

目［̄

簾

町
ユ
ヌ
ニ
籾
回
７

1/３

ｌｕＡ二と｡i二旦回一

1日 新

る都市公園をいう．

２この条例において「公園施設」とは、法第２条第２項に規定する公園旅

股をいう。

第１章の２都市公園および公園施設の設置基準

（都市公園の配置および規模に関する基準）

第１条の３法第３条第１項の条例で定める基準は、吹条および第１条の５

に定めるところによる。

（県民１人当たりの都市公園の敷地面積の標準）

第１条の４都市公園の県民１人当たりの鞭地面稲の標塑は．１０平方メート






